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プレスリリース 2014ফ12月2日 
国境なき医師団（MSF） 

 
エボラ出血熱：国際社会は初動の過ちを繰り返すな 

 
勽アフリ崓のエボラলഷに対する国際社会の卬応は場当たり的で捯開も遅く、いま峊現地の人びと、及
ষ国匕、NGO に対策実践の大部分を依存している。国境なき医師団（MSF）は、初動対応で後
れを取ったことに加え、状況にそぐわない対応でさらなる過ちを重ねないよう国際社会に警告を発してい
る。 
 
人的リソースの投入を 
 
MSF が現地峢の人的・匵的な緊急援捉を、ে匵৾的ะ๏峢の対応印ৡの岬る国رにళびෳけてから
3 ヵ月が経過し、ギニア、シエラレオネ、リベリアには一定の国際支援が注がれてきた。しかし、そうした支援
国の焦点はもっ峛ら匜資峮、掭挋匮探施設の厼設に当てられて岴り、人৩の確৳は、そもそも崶崎崷崎が
ない状況で及ষ国匕、地區医探జহ者、NGO が拆担。及ষ国は、匛てる資源をฌ却してエボラ対
策の中心的役割を担ってきた。 
 
MSF 崌ンター崲ショ崲嵓会শのジョアンヌ・リュー医師は岣匮探施設を勣৸に卞協するためには、挬ౝか
かけて NGO 峮地挦の医探జহ者をธಫする厧勥が岬ります。MSF との団৬が挣ఊをষっていますが、
この勡がとなり大掓に対応が遅れています。ে匵৾的ะ๏に対応參印な国رから、その印ৡが卖
供されないことは極めて遺ၑです。もは峮勽アフリ崓峊けの勬匑ではないエボラの対策を、国際社会が医
探者峮人匠援捉జহ者に掆匐岼とは峓ういうことでし峱うか」と挰える。 
 
匮厇勳峊岻峑はない岝ෆฐ的な勚り匢峩岶匤勥 
 
患者を࿒掤・൧友するための崌ンフラは今も勽アフリ崓৸挦で勘拒。その一捁として、厤ഉの৴ำが続くリ
ベリアの匙勭には検৬を挥拡できる卦ৢ務関がない。シエラレオネでは、ষのエボラ掭৷嵃ッ崰ラ崌
ンに厤ഉ卧い捁のৢ報をした人の匭くが、その厤ഉ卧い患者をঽ挭࿒掤するよう匦単されている。 
 
崌ンフラと়わせて、ఢ半の拡大、地挦卫ড়からの৶卆、勣৸なඇབྷ、厤ഉ者と捴ඡした人の挵৹
査、ৢ報シス崮嵈、Ⴕ৾的叆拹といったエボラ対策にಳかせない取り匢峩も拒りていない。ギニアでも及ষ
の拡大が続いているが、8 ヵ月もに始まった援捉活動に対してすらఢ半峮卉半২は依掍として拯い。し
かし、国際支援は及動的な現状を挵い卲れていないことが匭く、厧勥に応じたさま峀まな活動に焦点を
当てられていない。 
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リュー医師は岣エボラの及ষ೪厙策は、患者の࿒掤峮匮探峊けにと峓まりません。ৗ厶ඪ捁がলた際には、
場所に関係なく包括的な活動で応じなければならないのです。最も緊急なニーズに対して確実に資源が
匐入されるよう、ಏ務応厭さとৎと場所を৭ばないアプ嵕ー崩をじなくてはいけません。6000 人近い人
が亡くなり、今も凄惨な死を迎える人びとがいるのです。着手が遅れた上に現状にそぐわない対応で過ち
を繰り返さないよう、警戒を続けなければなりません」と述べている。 
 
MSF の勽アフリ崓に岴けるエボラ対応は 2014 ফ 3 月に始まり、現在はギニア、リベリア、シエラレオネ、マ
リで活動している。6 ヵ所のエボラ匮探崣ンターを卞協し、ベッ崱数は়匧 600 床余り。開始以来、これら
の施設に受け入れてきた患者数は 6400 人を超え、そのうち約 4000 人が検査でエボラ陽性となり、
1700 人が挴した。現在は勭国人スタッフ約 270 人と現地スタッフ 3100 人が現地で活動に携わって
いる。 
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